説教要旨「イエスのとりなし」

聖書：ヨハネ１７章６－１９

17:6 弟子たちはこれを聞いてひれ伏し、非常に恐れた。

17:7 イエスは近づき、彼らに手を触れて言われた。「起きなさい。恐れることはない。」

17:8 彼らが顔を上げて見ると、イエスのほかにはだれもいなかった。

17:9 一同が山を下りるとき、イエスは、「人の子が死者の中から復活するまで、今見たことをだれにも話してはならない」と弟子たちに命じられた。

17:10 彼らはイエスに、「なぜ、律法学者は、まずエリヤが来るはずだと言っているのでしょうか」と尋ねた。

17:11 イエスはお答えになった。「確かにエリヤが来て、すべてを元どおりにする。

17:12 言っておくが、エリヤは既に来たのだ。人々は彼を認めず、好きなようにあしらったのである。人の子も、そのように人々から苦しめられることになる。」

17:13 そのとき、弟子たちは、イエスが洗礼者ヨハネのことを言われたのだと悟った。

悪霊に取りつかれた子をいやす

17:14 一同が群衆のところへ行くと、ある人がイエスに近寄り、ひざまずいて、

17:15 言った。「主よ、息子を憐れんでください。てんかんでひどく苦しんでいます。度々火の中や水の中に倒れるのです。

17:16 お弟子たちのところに連れて来ましたが、治すことができませんでした。」

17:17 イエスはお答えになった。「なんと信仰のない、よこしまな時代なのか。いつまでわたしはあなたがたと共にいられようか。いつまで、あなたがたに我慢しなければならないのか。その子をここに、わたしのところに連れて来なさい。」

17:18 そして、イエスがお叱りになると、悪霊は出て行き、そのとき子供はいやされた。

17:19 弟子たちはひそかにイエスのところに来て、「なぜ、わたしたちは悪霊を追い出せなかったのでしょうか」と言った。
　イエス・キリストはとりなしの祈りをささげてくださっています。６－１９節にはキリストの直接の弟子たちのための祈りが記され、２０－２６節にはキリストを信じるすべての弟子たちのための祈りが記されています。これらの祈りは、み父にもっとも親しいキリストの祈りです。キリストはご自身のみ名により祈る願いは何でもかなえると約束されました。まして、キリストご自身の祈りは確実に聞かれるといっても過言ではありません。
　とりなしの祈りについて、私たちが覚えておかなければならないことがあります。私たちの信仰

的な行為は誰かに代わってすることはできません。善行、苦行、功徳などは、誰かほかの人のために代理ですることはできません。これが宗教改革時代に明確になったカトリックとプロテスタントの明確な違いです。しかし、ひとつだけ他の人のため代わってすることができる業があるといえます。それがとりなしの祈りだと思います。私たちの祈りは、多くは自分のための祈りである場合が多いのですが、他者のために祈る祈りもあります。それがとりなしです。
とりなしの祈りは他の人が祈れない時、祈りなど知らない時、代わって祈ります。その祈りがキリストのみ名でささげられる時、その祈りを神は聞きあげてくださいます。あたかも祈られている人の祈りであるかのように神は祈りを聞いてくださいます。ですから、私たちはとりなしの祈りをするように導かれていますし、また、誰かにわたしのために祈ってくださいと願うことはまったく正しいのです。
　さて、キリストは弟子たちのために祈られます。９節で、「世のためではなく、わたしに与えてくださった人々＝弟子たちのためにお願いします」と言われて、明確に弟子たちのために祈られます。ここではキリストの弟子たちのために祈りがささげられていますが、むろん、弟子たちだけに限定されるのではなく、キリストを信じて従う私たちにも適用される祈りです。
６－１９節では、ふたつの祈りの言葉をみ父に祈っておられます。第一は、１１節後半、「聖なる父よ、わたしに与えてくださった御名によって彼らを守ってください」という祈りです。
第二は１７節、「真理によって彼らを聖なる者としてください」です。少し、敷衍し、言い換えると、第一の願いは「弟子たちがひとつとなるように敵から守ってください」ということであり、第二は真理である御言葉によって聖別してください」となります。
　キリストは今まで弟子たちを守り続けられました。１２節に、「彼らと一緒にいる間、あなたが与えてくださった御名によって彼らを守りました」と言われています。キリストは弟子たちと共におられました。キリストはこの世から弟子たちを選び、彼らにそのみ名を明らかにされました。
「名」は単に記号としての名のことではありません。聖書における神のみ名は、その存在、力、知恵を表現するものです。キリストはそれらによって弟子たちを守り続けられました。嵐の海では嵐を鎮め、弟子たちを救われました。他の人たちだけではなく、キリストは弟子たちの病をいやされたはずです（ペトロの姑をいやされました・マルコ１：３０）。ラザロは死人の中から生かされています。悪霊たちはキリストの弟子たちに害することはできませんでした。弟子たちはキリストに助けられていました。そういうことは繰り返されたはずです。こうすることで弟子たちは、イエス・キリストが語る言葉を受け入れ、信じました。キリストが神から遣わされたかけがえのないお方であることをキリストの弟子たちは知り（知る知識は単なる物知りなどではなく、固いきずなを意味します）、従いました。キリストと弟子たちの結合は固く切り離せないものでした。弟子たちはそのキリストの栄光さえ現わしたと記されています（１０節）。キリストの弟子たちをこのように評価されていますが、私たちとしてはキリストの弟子たちがそんなに立派に、あるいはほめられるような言行の人たちであったとは思えないことは確かですが、キリストは今までも弟子たちの歩みをこのように評価しておられます。キリストの目からすれば、たどたどしい歩みをし続けてきた弟子たちもキリストにとってかかけがえのない存在とみなされています。たとえ、十字架の折には蜘蛛の子を散らすように逃げてしまうみっともない弟子であってもです。
　キリストはこのようなことを語るのは弟子たちが喜ぶためであるとも語っておられます（１３節）。キリストの弟子たちは、キリストから最大限の信頼を得ているものと認められています。この点では、私たちもキリストはいつも同じような視点で見てくださっています。
　しかし、いまや危機が到来します。キリストはいなくなるのです。この意味は、キリストが逮捕され、裁判にかけられ、十字架にかけられることか、あるいはキリストが天に昇られ、弟子たちからは見えなくなってしまうことを指しているのか、文脈で解決しなければなりませんが、ここではキリストの十字架を意味しているととって差し支えないと思われます。キリストがいなくなり、敵対者たちがキリストの弟子たちを憎むようになります。
　この世とは、キリストに敵対し、キリストの事業を損おうとする勢力であってそのかしらは世の支配者＝サタンです。この敵は、キリストが不在になると猛烈にキリストの弟子たちを攻撃します。
何とかキリストの弟子集団を破壊し、ばらばらにしようとします。キリストの弟子たちを迫害し、キリストの弟子たちを散り散りにしてしまい、そのまとまりを失わせようとします。キリストの弟子たちはこの世に属さず、キリストに属しているゆえに激しくこの世はキリストの弟子たちを破滅させようとします。

　キリストはこのような状況におかれる弟子たちのために祈られますし、その祈りは成就します。キリストの弟子たちは守られます。ただ滅びの子だけが滅んだ（１２節）と記されますが、これはイスカリオテのユダのことを指していると見てよいと思います。キリストの弟子たちは、一人を除いてみな守られます。イスカリオテのユダもまた主イエスは最後まで愛し通されました。しかし、ユダは最後には手に入れた報酬を投げ捨て自死を遂げます。彼は最後まで悔い改めず、罪を悔いても主に許しを求めることをしませんでした。だから、彼が最後まで立ち帰らず、滅びの道を行った不信仰をキリストはとどめられなかったのです。不信はキリストでさえもどうすることもできませんでした。けれども、ほかの弟子たちは守られます。
　ここまで語るとこの祈りについて疑問を持つ方もあるだろうと思います。この祈りは本当に聞かれたのであろうか。守ってくださいというのはどういう意味かと考えます。教会は実際守られたかどうか。迫害や圧迫は絶えることがありませんでした。するとこの祈りは実現したと言えるか。キリストが祈ったのは弟子たちがばらばらにならず常にひとつの集団であり続けるように、というものであったと考える人もいても不思議ではありません。個々の弟子たちは苦難を受けます。教会が一致し、存続するようにキリストは守りを願っただけなのでしょうか。
　そうは思いません。キリストの弟子たちは多くは殉教します。私たちは教会がいくつもの伝承を維持していることを知っています。カトリックのように伝承を聖書と同等には扱いませんが、多くの伝承は歴史資料として価値があります。伝承によればキリストの弟子たちはほとんどその信仰ゆえに命を失います。キリストの祈りが弟子たちの殉教がないことを願われたのではありません。弟子たちは確かに殉教の死を遂げることになるのですが、その死は決して無駄な想定外の死ではありませんでした。
　弟子たちはたとえ死ぬことがあってもキリストの守りのうちにあったと言えると思います。彼らは殉教の死を遂げることがあっても神から守られ続けるのです。死は人間の究極的終わりではありません。死に直面してもそこにも神の守りがあるのです。どんなことがあってもキリストの弟子たちはばらばらにさせられることはむろんなく、たとえ命を失うようなことがあっても最後まで神は弟子たちを守り続けられます。キリストの祈りは決して無駄に終わることなどありません。
　続いて、キリストは弟子たちが聖別されるように祈られます。聖とされるというのは単に清められるという意味だけではありません。確かに清くない汚れたものを神は嫌われますが、神は清いものをご自身のために用いられるのです。ただ清いか清くないかというだけのとどまらず、清いものは神の御用に当てられます。これが聖別の真の意味です。
　弟子たちは清いものとされるとき、神が喜ばれ、聖なる御用のために用いるようにされます。キリストは弟子たちがそのような清いものにされるように祈っておられます。清めは旧約聖書では儀式的に行なわれます。動物の血による清めの儀式もあり、ヒソプという香草に浸した水で清めることもあります。キリストはこのような儀式的なやり方での清めを求められていません。
ここでは真理＝御言葉による清めといわれています。真理である御言葉は弟子たちを清め、聖別することになります。御言葉は弟子たちの心に受け入れられ、心を動かしていきます。その時、むろん聖霊の働きであるのですが、弟子たちを清め分かちます。こうして、キリストの弟子たちはこの世の只中で清いものとして生きるのです。「真理によって、つまり、キリストのみ言葉によって、ささげられたもの」とされます。この真理、福音のみ言葉を携えて弟子たちは世界中に派遣されていきます。これが実現するように祈っておられますが、この祈りは確実に成就します。いえ成就しているというべきでしょうか。ですから、この祈りも直接のキリストの弟子たちだけではなく、今日に至るまですべてのキリストにある弟子たちのためであると確信して言えます。(この項おわり)
